
議会の見える化、はじめてます！議会の見える化、はじめてます！

有田町議会だより

◇議会の一年間の流れ　　　　　　P2～　　　　
◇議会基本条例の制定に向けて　　P4　　　　　　
◇議会議案の審議結果　　　　　　P5　　　　　　
◇ピックアップ　　　　　　　　　P6　　　　　　
◇町政を徹底追及　一般質問　　　P7～　　　　
◇常任委員会報告　　　　　　　　P14 ～
◇釧路町議会・有田町議会
　　　友好交流協定記念事業　　　P16

◇有田の「若者・よそ者・○○者」　　P17
◇議会を傍聴して　　　　　　　　　P17
◇地域の魅力発見（９区編）　　　　 P18
◇あなたのご意見お聞かせください　P19
◇総区長会との意見交換会　　　　　P20

★表紙★
映画「スタンド・バイ・ミー」になぞらえ、若手議員
が有田の新たな魅力を発見する旅へ
　　　　　　　　　　　　撮影場所：泉山磁石場令和８年１０月３１日発行　No.７７
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町民の声を、議会活

動として、どう活か

すか

・議会報告会、意見

　交換会の実施

情報をどのように届

けるのか

・議会広報誌の刷新

・議会の見える化

・二次元コード活用

議論をどう深めるか

・月１回の全員協議

　会の開催

・勉強会の開催

行政との関係をどう

築くか

どのような関係であ

るべきか

・反問権の検討

お知らせ

議会基本条例の制定に向けて
「町民に開かれ、信頼される議会」を目指して

　有田町議会では、より町民に身近で、信頼さ

れる議会を目指し、「議会基本条例」の制定に

向けた取り組みを進めている。

　議会基本条例とは、議会や議員が町民の声を

町政に反映し、責任を持って活動するための基

本的なルールや考え方を定めるものである。

現在、全員協議会を開催し、次のようなテーマで、議論を深めている。

基本条例は「つくること」だけが

目的ではない

◆町民に、議会の活動を知ってもらうこと

◆町民の声を議会活動につなげること

◆よりよい有田町を目指し、議員同士が

　十分に議論すること

①課題の整理・情報収集

②条例の骨子案の検討

　・全員協議会でさらに議論を

　　深める

③条例案の取りまとめ

④議会での審議・制定

　・制定後も継続的に検証し、

　　必要に応じて見直す

今後の進め方（予定）

これらを大切にしながら、有田町議会らしい

「議会基本条例」の制定を目指すものである

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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令和８年９月
議会議案の
審議結果
（一部抜粋）

議案番号 提　　　出　　　議　　　案 審議の結果

議案第４９号 賛成全員

有田町企業等立地の促進に関する条例について

　　立地企業に対する奨励措置は、これまで佐賀県企業立地の促進に関する

　　条例の規定による指定を受けた者を対象にしてきたところ、同条例の廃止

　　及び近年の企業誘致対策事業の状況に鑑み、奨励措置を全面的に見直す

　　ためには、現行条例を廃止するとともに、新たに条例の制定が必要である。

議案第５２号 賛成全員

有田町税条例の一部を改正する条例について

　　地方税法及び地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律、関

　　係する政令及び省令が公布されたことから、現行条例の一部を改正する必

　　要がある。

議案第５０号

有田町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する

条例について

　　地方自治法施行規則の一部改正において、施行規則の条項番号等を改め

　　る改正が行われることから、当該条項番号等を引用している町条例の規定

　　について、一部を改正する必要がある。

賛成全員

議案第５４号

令和８年度有田町定住促進住宅１号棟Ａ側階段室（１０室）改修工事請

負契約の締結について

　　令和８年度有田町定住促進住宅１号棟Ａ側階段室（１０室）改修工事につ

　　いて、落札者が決定したことに伴い、建設工事請負契約を締結する。

　　※契約金額９１９６万円

賛成全員

賛成全員議案第５５号

令和８年度中樽町営住宅（１・２号棟）解体工事請負契約の締結について

　　令和８年度中樽町営住宅（１・２号棟）解体工事について、落札者が決定

　　したことに伴い、建設工事請負契約を締結する。

　　※契約金額１億８５７万円

賛成全員議案第５６号

令和８年度有田町一般会計補正予算（第３号）について

　　歳入歳出予算の総額にそれぞれ５億５３８７万円を増額し、

　　１４３億１２４１万円とする。

議案第５１号

有田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて
　　人事院規則の改正に伴い、被害者参加人としての裁判対応の負担、犯罪被

　　害者等支援の重要性及び被害者参加制度の公益性に鑑み、町職員が被害

　　者参加人として裁判所等への出頭が必要な際にも特別休暇を取得できるこ

　　ととするためには、現行条例の一部を改正する必要がある。

賛成全員
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　有田町には４つの奨学金制度があるが、令和７年度の新規申請者は２人にとどまり、利用者の低迷が

続いている。委員会では、若者の地元定住や就職につながる制度への見直しについて議論された。

奨学金制度、定住につながる仕組みへ

令和7年度決算ピックアップ

　コロナ禍で終了した「食と農業まつり」の復活を望む声を受け、新たに「秋祭り事業」200 万円が計

上された。農産物販売やスマート農業機械の実演、新規就農相談、チェーンソーアートをはじめとした

木工体験教室など、農業の魅力を発信するイベントを予定している。まずは農業関係者を主体としてス

タートし、将来的には実行委員会形式での開催を目指す。

「食と農業まつり」の思いを新しい秋祭りへ

令和８年度補正予算ピックアップ

・新規利用の低迷を踏まえ、卒業後に有田町

　へ定住・就職した場合の返還免除など、よ

　り活用してもらえる制度に見直すべき。

・若者の定住促進や人口減少対策にも繋がる

　仕組みが必要。

・関係各課と連携し、令和８年度中を目途に

　制度の方向性を検討する。

制　度　名
新規
申請者

継続を含む
利用者

令和７年度の利用状況

竹内昌三育英資金 ４人０人

４人０人

１人１人

４人１人

１３人２人

有田ふるさと奨学金

江 副 奨 学 金

有田ロータリークラブ
福島奨学金

　 合 計 　

制　度　名 基金残高

奨学金基金の状況 ( 令和７年度末 )

竹内昌三育英資金 約７,４４３万円

約７,７９３万円

約１,２９４万円

約１,３９５万円

約１億７,９２５万円

運 用 額

約３,０００万円

約１,９１３万円

約 ７８０万円

約 ８０３万円

約６,４９５万円

有田ふるさと奨学金

江 副 奨 学 金

有田ロータリークラブ
福島奨学金

　 合 計 　

奨学金×若者定住
町の未来を担う若者を応援し

ふるさと有田での暮らしを

選んでもらえる町へ

日時：令和８年１１月１５日 ( 日 )

１０:００～

場所：有田町役場本庁舎周辺

　　　有田町体育センター

主な内容（予定）

　・農産物の販売

　・スマート農業機械の実演等

委員会で
出された
意見

新規



一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

７

答 情
報
発
信
力
の
高
い
町
と
の
連
携
は

防
犯
カ
メ
ラ
と
防
災
士
に
よ
る
地
域
の

安
心
・
安
全
は

連
携
に
は
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

答
地
域
防
犯
・
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る

議
員
　
町
長
は
、
公
約
の

「
世
代
を
超
え
て
未
来
に

誇
れ
る
町
へ
」
の
要
点
の

中
で
、
都
市
圏
で
の
情
報

発
信
も
提
唱
し
て
い
る
。

　
令
和
元
年
、
総
務
常
任

委
員
会
の
研
修
で
訪
れ
た

神
奈
川
県
葉
山
町
。
現
在

も
町
長
の
山
梨
氏
は
、
有

田
焼
に
愛
着
も
あ
り
、
大

学
も
鷲
尾
町
長
と
同
窓
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
町
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信

で
き
る
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
閲
覧
数
も
か
な
り
多
い
。

そ
こ
で
こ
の
都
市
圏
、
首

都
圏
に
あ
る
葉
山
町
と
パ

ー
ト
ナ
ー
都
市
協
定
（
文

化
や
観
光
等
特
定
の
分
野

で
連
携
）
を
結
ん
で
は
ど

う
か
。

町
長
　
御
用
邸
の
あ
る
町

で
あ
り
、
高
い
情
報
発
信

力
を
持
つ
葉
山
町
と
の
連

携
は
魅
力
的
で
あ
る
反
面
、

な
ぜ
葉
山
な
の
か
、
双
方

の
住
民
や
地
域
の
活
性
化

等
に
ど
の
様
な
影
響
が
あ

る
の
か
、
見
極
め
る
必
要

も
あ
る
。
上
京
す
る
際
に

何
ら
か
の
形
で
訪
れ
、
意

見
交
換
す
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
先
ず
は
そ
の
辺
か
ら

始
め
て
み
た
い
。

議
員
　
登
下
校
中
の
児
童

に
黄
色
い
帽
子
の
着
用
を
。

教
育
長
　
低
学
年
に
つ
い

て
は
、
着
用
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
が
、
無
着

用
児
童
へ
の
強
い
指
導
は

行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、

陶
器
市
を
見
学
す
る
子
ど

も
た
ち
の
様
子
で
は
、
１

・
２
年
生
は
全
員
か
ぶ
っ

て
い
た
。
今
後
も
交
通
安

全
対
策
と
し
て
、
帽
子
の

着
用
を
推
奨
し
て
い
き
た

い
。

◇
そ
の
他
の
質
問

・
空
き
家
改
修
支
援

・
町
有
施
設
等
へ
の
ネ
ー

　
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

・
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

議
員
　
本
町
が
管
理
す
る

公
共
施
設
に
設
置
し
て
い

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
台
数
は
。

総
務
課
長
　
町
有
施
設
に

38
台
設
置
し
て
い
る
。
小

中
学
校
・
保
育
園
・
通
学

路
な
ど
へ
取
り
付
け
て
い

る
。

議
員
　
設
置
カ
メ
ラ
の
運

用
・
管
理
状
況
は
。

総
務
課
長
　
学
校
や
保
育

園
な
ど
の
施
設
内
は
、
職

員
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
常
時

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
通

学
路
な
ど
屋
外
設
置
分
は
、

録
画
し
、
必
要
に
応
じ
確

認
し
て
い
る
。

議
員
　
屋
外
設
置
分
は
、

風
雨
な
ど
で
映
像
が
不
鮮

明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

定
期
点
検
を
お
願
い
し
た

い
。

議
員
　
防
犯
上
の
危
険
箇

所
を
把
握
・
検
証
し
、
設

置
場
所
の
選
定
へ
、
ど
う

反
映
さ
せ
て
い
る
か
。

総
務
課
長
　
見
守
り
隊
か

ら
の
情
報
提
供
や
Ｍ
Ｒ
駅

駐
輪
場
に
お
け
る
い
た
ず

ら
な
ど
の
多
発
箇
所
へ
設

置
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

議
員
　
各
区
へ
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
考
え
は
。

総
務
課
長
　
防
犯
カ
メ
ラ

の
補
助
金
制
度
事
業
を
総

区
長
会
で
詳
細
説
明
し
、

町
内
の
取
り
扱
い
事
業
者

等
を
紹
介
し
て
い
る
。

議
員
　
町
内
在
住
の
防
災

士
数
は
何
人
か
。
ま
た
、

各
区
へ
の
配
置
状
況
は
。

総
務
課
長
　
66
人
で
、
全

区
に
在
籍
さ
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

議
員
　
防
災
士
の
育
成
・

資
格
取
得
に
つ
い
て
、
補

助
金
制
度
の
創
設
、
拡
充

の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
防
災
士
試
験

に
係
る
手
数
料
を
毎
年
予

算
化
し
、
受
講
料
お
よ
び

登
録
料
を
助
成
し
て
い
る
。

議
員
　
今
後
、
本
町
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
お
よ
び
防

災
士
の
育
成
・
推
進
は
。

町
長
　
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
補
助
制
度
を
創
設

し
、
機
器
選
定
や
制
度
活

用
の
助
言
な
ど
、
支
援
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
防

災
士
に
つ
い
て
は
、
育
成

・
資
格
取
得
支
援
を
進
め
、

活
動
で
き
る
環
境
整
備
を

図
る
。

▲葉山歩き（出典 葉山町）

防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化 大井手秀樹 議員

お お い で ひ で き

都
市
圏
で
の
情
報
発
信

▲町有施設に３８台

中島 達郎 議員
な か し ま た つ ろ う

防
災
士
を
活
用
し
た

地
域
防
災
力
の
強
化

子
ど
も
の
見
守
り
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

岩尾　匡 議員

空
き
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
を
指
定

し
て
い
な
い
理
由
は

答 水
道
料
金
改
定
の
審
議
会
協
議
内
容
は

値
上
げ
の
必
要
性
を
理
解
い
た
だ
い
た

答
す
で
に
必
要
な
事
業
は
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
い
る

議
員
　
事
業
の
経
営
改
善

に
関
す
る
上
下
水
道
審
議

会
の
現
況
と
見
解
は
。

上
下
水
道
課
長
　
下
水
道

３
事
業
に
加
入
さ
れ
て
い

る
各
団
体
の
長
と
水
道
使

用
料
負
担
が
大
き
な
事
業

者
、
日
本
下
水
道
事
業
団

の
加
藤
教
授
を
交
え
審
議

を
行
っ
て
い
る
。

　
公
営
企
業
４
事
業
と
も

経
営
が
非
常
に
厳
し
い
こ

と
か
ら
、
下
水
道
３
事
業

に
つ
い
て
、
現
料
金
か
ら

20
％
、
水
道
事
業
に
つ
い

て
10
％
の
値
上
げ
が
必
要

と
理
解
い
た
だ
い
た
。

　
値
上
げ
の
時
期
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
の
負
担
軽

減
を
考
慮
し
、
下
水
道
関

係
を
令
和
９
年
度
の
４
月

徴
収
分
か
ら
、
水
道
事
業

を
令
和
10
年
度
の
４
月
徴

収
分
か
ら
と
さ
れ
た
。
こ

の
値
上
げ
に
伴
う
一
般
的

な
家
庭
で
の
月
あ
た
り
の

負
担
増
額
は
、
下
水
道
関

係
で
７
０
４
円
、
水
道
関

係
で
４
３
１
円
の
予
定
で

あ
る
。

議
員
　
値
上
げ
案
に
向
け

て
協
議
検
討
さ
れ
た
内
容

は
。

上
下
水
道
課
長
　
下
水
道

３
事
業
の
健
全
性
が
相
互

に
異
な
る
た
め
、
各
事
業

個
別
の
改
定
提
案
に
対
し
、

審
議
会
で
は
同
一
町
内
で

差
が
生
じ
る
こ
と
は
不
公

平
感
が
高
い
と
し
て
３
事

業
統
一
の
料
金
改
定
と
さ

れ
た
。

　
値
上
げ
の
方
法
と
し
て
、

今
後
の
人
口
減
少
に
対
応

で
き
る
よ
う
基
本
料
金
に

重
点
を
置
い
た
値
上
げ
の

提
案
に
対
し
、
独
居
老
人

世
帯
な
ど
世
帯
人
数
が
少

な
い
と
こ
ろ
へ
の
影
響
を

勘
案
し
、
基
本
料
金
及
び

使
用
量
に
準
じ
た
従
量
料

金
の
い
ず
れ
も
同
率
の
値

上
げ
を
す
る
こ
と
、
ま
た

水
道
料
金
に
お
い
て
も
下

水
道
関
係
の
審
議
同
様
の

方
式
で
10
％
値
上
げ
と
さ

れ
た
。

議
員
　
値
上
げ
は
今
後
も

繰
り
返
さ
れ
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
一
般
会

計
を
含
む
財
政
へ
の
負
担

増
を
考
慮
す
れ
ば
、
５
年

毎
の
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
。

議
員
　
町
長
の
所
見
は
。

町
長
　
将
来
に
わ
た
り
安

心
安
全
な
水
を
供
給
す
る

た
め
に
、
段
階
的
な
料
金

改
定
は
避
け
て
通
れ
ず
、

加
え
て
一
方
で
は
国
が
提

唱
し
て
い
る
賢
い
縮
小
も

必
要
と
考
え
る
。

　
町
民
に
も
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

上
下
水
道
事
業
の
改
善
策

議
員
　
現
在
、
空
き
家
等

管
理
活
用
支
援
法
人
を
指

定
せ
ず
に
民
間
へ
業
務
委

託
し
て
い
る
理
由
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
現
在

の
委
託
形
式
で
も
マ
ッ
チ

ン
グ
や
動
画
配
信
な
ど
の

必
要
な
業
務
を
実
施
で
き

て
お
り
、
事
業
者
側
か
ら

の
申
請
予
定
も
な
い
。
今

後
強
化
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
指
定
方
針
を
策
定

す
る
。

議
員
　
危
険
空
き
家
を
除

却
し
新
築
し
た
場
合
、
定

住
奨
励
金
の
加
算
な
ど
を

設
定
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
定
住

促
進
条
例
が
令
和
10
年
ま

で
の
時
限
措
置
と
な
っ
て

い
る
。
令
和
11
年
度
の
制

度
見
直
し
・
期
限
延
長
に

合
わ
せ
て
加
算
金
も
検
討

し
た
い
。

議
員
　
関
係
人
口
と
な
り

得
る
空
き
家
所
有
者
な
ど

も
見
据
え
、
ふ
る
さ
と
住

民
登
録
制
度
の
参
画
計
画

は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
本
制

度
に
参
画
予
定
。
イ
ベ
ン

ト
や
体
験
機
会
の
提
供
な

ど
具
体
的
な
運
用
方
法
を

詰
め
て
お
り
、
移
住
定
住

促
進
や
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
た
い
。

議
員
　
移
住
・
定
住
促
進

や
仕
事
の
創
出
（
複
数
仕

事
の
掛
け
持
ち
）
に
つ
な

が
る
本
制
度
の
町
の
認
識

は
。

商
工
観
光
課
長
　
地
域
の

担
い
手
確
保
（
商
工
業
・

農
業
・
介
護
等
）
や
移
住

・
定
住
施
策
と
し
て
有
効

な
制
度
と
認
識
し
て
い
る
。

民
間
事
業
者
が
主
体
に
な

る
必
要
が
あ
り
、
設
立
・

検
討
す
る
際
に
は
、
商
工

観
光
課
ま
で
問
い
合
わ
せ

し
て
ほ
し
い
。

議
員
　
町
民
の
学
び
や
交

流
の
場
（
歴
史
教
室
や
イ

ベ
ン
ト
等
）
と
し
て
活
用

を
検
討
で
き
る
か
。

文
化
財
課
長
　
過
去
の
経

緯
か
ら
歴
史
的
価
値
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
町

民
や
サ
ー
ク
ル
等
か
ら
申

請
が
あ
れ
ば
、
開
催
に
対

応
す
る
考
え
は
あ
る
。

議
員
　
様
々
な
事
業
で
成

果
が
出
て
い
る
も
の
の
情

報
発
信
が
不
足
。
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
広
報
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

い わ お ただし

久家 いくこ 議員
く　が

空
き
家
の
活
用

旧
相
撲
場
活
用

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答 中
学
校
の
統
合
案

　
　「
再
考
」
発
言
は
事
実
か

危
険
な
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
対
策
は

拙
速
に
進
め
る
よ
り

い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
再
考
す
る

答
新
た
な
対
策
を
検
討
し
た
い

▽
見
直
し
発
言
は
事
実
か

議
員
　
中
学
校
の
統
合
に

か
か
わ
る
見
直
し
発
言
が

報
道
さ
れ
た
。
発
言
は
事

実
か
。

町
長
　
事
実
だ
が
、
当
初

計
画
を
完
全
に
「
白
紙
撤

回
す
る
」
趣
旨
の
も
の
で

は
な
い
。

　
町
内
各
所
を
巡
る
中
で
、

建
設
地
へ
の
懸
念
を
含
め

た
切
実
な
意
見
が
想
定
以

上
で
、
町
長
と
し
て
看
過

で
き
な
い
と
判
断
し
た
。

現
計
画
案
を
有
力
候
補
に

残
し
、
他
の
選
択
肢
も
含

め
検
討
し
た
い
。

▽
教
育
委
員
会
と
の
協
議

議
員
　
こ
の
問
題
は
教
育

委
員
会
と
も
密
接
に
関
係

す
る
。
教
育
長
と
も
協
議

し
た
の
か
。

町
長
　
教
育
長
と
協
議
し

た
発
言
で
は
な
い
。
町
民

の
多
く
の
切
実
な
助
言
で
、

拙
速
に
進
め
る
よ
り
、
い

っ
た
ん
立
ち
止
ま
っ
て
再

考
す
る
判
断
を
し
た
。

　▽
一
億
一
千
万
円
が
宙
に

議
員
　
本
年
度
の
当
初
予

算
に
設
計
料
等
の
一
億
一

千
万
円
が
計
上
さ
れ
、
議

会
も
議
決
し
た
。
町
長
の

再
考
発
言
で
一
切
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
い
る
。
測
量
や

基
本
設
計
等
の
損
害
賠
償

が
懸
念
さ
れ
る
。

町
長
　
統
合
計
画
は
令
和

５
年
か
ら
「
有
田
町
立
小

中
学
校
適
正
規
模
配
置
審

議
会
」
で
議
論
が
重
ね
ら

れ
、
そ
の
答
申
や
示
さ
れ

た
方
針
に
基
づ
く
も
の
。

少
子
化
や
施
設
の
老
朽
化

等
か
ら
時
間
的
余
裕
も
厳

し
い
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
町
民
か
ら
納
得
さ
れ

得
る
最
適
な
結
果
に
向
け

て
努
力
し
た
い
。

▽
ど
う
見
直
す
の
か

議
員
　
町
内
４
つ
の
小
学

校
の
統
合
も
控
え
て
い
る
。

ど
う
見
直
す
の
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
の
計
画

や
方
針
を
大
き
く
変
更
す

る
場
合
は
、
新
た
な
検
討

会
な
ど
で
専
門
的
か
つ
客

観
的
な
視
点
で
議
論
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

議
員
　
農
家
の
減
少
や
高

齢
化
が
進
む
中
、
10
年
後

の
農
地
を
誰
が
守
る
の
か
。

地
域
計
画
策
定
後
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

農
林
課
長
　
農
家
戸
数
は

減
少
し
、
60
才
以
上
の
割

合
も
増
加
し
て
い
る
。
後

継
者
育
成
や
集
落
営
農
組

織
の
強
化
が
課
題
で
あ
り
、

兼
業
農
家
へ
の
支
援
や
若

手
農
業
者
の
育
成
を
進
め

て
い
く
。

議
員
　
地
域
計
画
は
策
定

し
て
終
わ
り
で
は
な
い
。

地
域
や
関
係
機
関
が
継
続

し
て
話
し
合
い
、
若
い
世

代
へ
技
術
や
経
験
を
つ
な

い
で
い
く
仕
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長
　
行
政
は
、
地
域
と

国
・
県
、
農
業
者
と
関
係

機
関
を
つ
な
ぐ
「
つ
な
ぎ

役
」
と
し
て
取
り
組
む
。

議
員
　
棚
田
は
景
観
、
防

災
、
観
光
な
ど
地
域
の
財

産
で
も
あ
る
。
地
域
だ
け

で
は
担
い
手
確
保
に
限
界

が
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
な
ど
外
部
人
材
を
活

用
で
き
な
い
か
。

町
長
　
棚
田
振
興
へ
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用

は
有
意
義
。
地
域
の
課
題

を
把
握
し
、
地
域
と
共
に

活
動
す
る
人
材
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
が
重
要
で
あ
る
。

議
員
　
危
険
度
の
高
い
空

き
家
が
増
え
て
い
る
。
危

険
に
な
る
前
か
ら
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
遠
方
居
住
や

相
続
問
題
な
ど
で
管
理
さ

れ
ず
、
時
間
の
経
過
と
と

も
に
危
険
度
が
高
ま
っ
て

い
る
。

議
員
　
所
有
者
不
明
や
相

続
問
題
に
は
専
門
家
と
も

連
携
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
老
朽
危
険
空
き
家

に
よ
る
住
民
の
安
全
へ
の

影
響
を
防
ぐ
た
め
、
今
後
、

議
員
提
案
の
よ
う
な
新
た

な
対
策
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

町
内
中
学
校
の
統
合

農
業
の
担
い
手
を
ど
う
守
る

池田 榮次 議員
い け だ え い じ

浦川 和彦 議員
う ら か わ か ず ひ こ

棚
田
に
外
部
の
力
を

管
理
困
難
な
空
き
家
対
策

▲岳の棚田のキャンプの様子
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

世
帯
数
は
変
わ
ら
ず
人
口
減
少
へ
の

対
応
は

答 認
知
症
高
齢
者
の
数
は

令
和
7
年
度
で
約
３
６
０
人
で
あ
る

答
地
域
の
実
情
に
寄
り
添
っ
て
対
応
す
る

議
員
　
認
知
症
高
齢
者
の

増
加
に
伴
い
、
行
方
不
明

者
対
策
も
重
要
に
な
っ
て

く
る
が
、
町
の
認
知
症
高

齢
者
数
及
び
行
方
不
明
者

数
の
推
移
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
介
護
認

定
者
の
中
で
認
知
症
の
方

の
割
合
デ
ー
タ
で
算
出
す

る
と
、
令
和
７
年
度
で
３

６
０
人
程
度
に
な
る
。

行
方
不
明
者
数
に
つ
い
て

は
、
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ

は
な
い
。

議
員
　
現
在
実
施
し
て
い

る
対
応
策
は
。

健
康
福
祉
課
長
　「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

の
随
時
開
催
や
、
専
門
員

に
よ
る
家
庭
訪
問
、
24
時

間
体
制
の
相
談
受
付
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
、
見

守
り
シ
ー
ル
な
ど
の
利
用

状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
導
入
は

し
て
い
な
い
。
町
は
「
徘

徊
高
齢
者
家
族
支
援
シ
ス

テ
ム
設
置
助
成
事
業
」
を

案
内
し
て
い
る
が
、
こ
こ

最
近
の
助
成
実
績
は
な
い
。

議
員
　
地
域
住
民
や
事
業

所
・
警
察
と
の
連
携
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
民
生
委

員
さ
ん
に
は
見
守
り
の
力

に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
ま
た
、
伊
西
地
区
介

護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議

会
作
成
の
「
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
票
」
を
利
用
し

て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と

警
察
署
の
連
携
を
平
成
28

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

議
員
　
家
族
へ
の
支
援
体

制
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
に
よ
る

認
知
症
相
談
対
応
や
、
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
在

宅
で
の
対
応
方
法
や
医
療

や
サ
ー
ビ
ス
へ
繋
が
る
支

援
を
通
し
て
家
族
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
課
長
　「
行
方
不

明
時
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
行
政
が
主
導
し
、

引
き
続
き
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
や
認
知
症
推

進
員
、
民
生
委
員
に
よ
る

見
守
り
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
く
。

高
齢
者
見
守
り
支
援

人
口
減
少
対
策
は

議
員
　
世
帯
数
が
変
わ
ら

ず
人
口
だ
け
減
少
す
る
こ

と
へ
の
対
応
は
。

総
務
課
長
　
人
口
減
少
や

世
帯
構
成
の
変
化
に
伴
い
、

役
員
の
な
り
手
不
足
、
行

事
参
加
者
の
減
少
、
共
同

作
業
の
維
持
な
ど
、
行
政

区
運
営
に
様
々
な
課
題
が

生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
。
現
時
点
で
は
具
体

的
な
再
編
の
検
討
に
は
至

っ
て
い
な
い
が
、
問
題
意

識
は
共
有
し
て
い
る
。
住

民
の
自
主
的
な
議
論
と
合

意
形
成
を
基
本
と
し
、
相

談
が
あ
れ
ば
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
対
応
す
る
。

議
員
　
消
防
団
の
団
員
減

少
や
高
齢
化
、
伝
統
行
事

の
担
い
手
不
足
は
、
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
か
。

総
務
課
長
　
消
防
団
組
織

再
編
計
画
に
基
づ
く
格
納

庫
の
統
合
や
積
載
車
の
更

新
を
進
め
、
団
員
の
定
年

制
撤
廃
な
ど
に
加
え
、
新

入
団
員
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
伝
統

行
事
等
の
担
い
手
不
足
は
、

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
、
二

地
域
居
住
な
ど
を
活
用
し
、

町
外
か
ら
の
参
加
者
を
増

や
す
仕
組
み
や
、
活
動
支

援
制
度
の
見
直
し
を
図
り
、

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
地
域
の
持
続
性
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
の
か
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
総
区
長
会
な
ど
で

地
域
の
意
見
を
聞
き
、
情

報
共
有
を
進
め
る
。
消
防

団
の
再
編
計
画
を
着
実
に

進
め
、
伝
統
行
事
も
側
面

的
に
支
援
す
る
。
住
民
や

関
係
団
体
と
と
も
に
、
町

な
ら
で
は
の
持
続
可
能
な

地
域
の
将
来
像
を
描
い
て

町
政
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
島
根
県
雲
南
市
な

ど
の
小
規
模
多
機
能
自
治

や
そ
の
近
郊
の
先
進
事
例

を
参
考
に
、
複
数
集
落
が

連
携
し
て
地
域
課
題
を
解

決
す
る
仕
組
み
を
作
り
、

対
応
し
て
い
る
。
町
で
も

進
め
て
ほ
し
い
。

原田 一宏 議員
は ら だ か ず ひ ろ

諸隈 洋介 議員
も ろ く ま よ う す け

▲認知症高齢者の推移（推定）
　国：厚生労働省
　県：「第９期さがゴールドプラン 21」

▲地域の取り組み　雲南市公式 PRページ参照

R 2 － 42611人 40人 (R3)

R 4 443.2万人 44715人 343人

R 5 － 45809人 374人

R 6 － 45817人 371人

R 7 471.6万人 48262人 360人

国 県 町
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答 人
口
減
少
対
策
と
住
宅
政
策
は

有
田
駅
舎
内
の
観
光
案
内
所
設
置
は

子
育
て
と
住
宅
支
援
を
一
体
化
し

重
点
的
に
推
進
す
る

答
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
し
た
い

議
員
　
過
去
10
年
間
の
人

口
減
少
対
策
を
ど
う
検
証

し
、
今
後
の
施
策
に
ど
う

反
映
さ
せ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
第
二

期
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、

外
部
評
価
を
含
む
検
証
を

行
っ
て
い
る
。
子
育
て
世

代
や
若
者
に
焦
点
を
絞
り
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
や
住

ま
い
、
就
業
支
援
を
重
点

的
に
推
進
す
る
。

議
員
　
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
町
に
す
る
た
め
、

情
報
発
信
を
ど
う
強
化
す

る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
制
度

単
体
の
周
知
で
は
な
く
、

住
宅
・
子
育
て
・
生
活
環

境
を
組
み
合
わ
せ
、
実
際

に
暮
ら
す
イ
メ
ー
ジ
を
持

て
る
発
信
を
強
化
し
て
い

く
。
若
い
世
代
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
情
報
を
集
め
る
た

め
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
移
住
相
談
会
な
ど
を
活

用
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
た
発
信
を
継
続
す

る
。

議
員
　「
有
田
っ
子
出
産
・

子
育
て
応
援
ニ
コ
ッ
と
給

付
金
」
を
人
口
減
少
対
策

と
し
て
位
置
付
け
る
な
ら
、

移
住
者
へ
の
周
知
を
強
化

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
移
住

定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
移
住
相
談
会
で
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
移
住

・
定
住
応
援
サ
イ
ト
」
や

「
有
田
町
子
育
て
サ
イ
ト
」

の
ト
ッ
プ
画
面
で
大
き
く

案
内
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
は
就
学
時
健
診
で
周

知
を
行
う
な
ど
、
今
後
、

様
々
な
場
面
で
制
度
の
Ｐ

Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
佐
世
保
市
を
は
じ

め
近
隣
自
治
体
と
の
広
域

連
携
を
、
移
住
、
定
住
に

つ
な
げ
る
考
え
は
。

町
長
　
西
九
州
さ
せ
ぼ
広

域
都
市
圏
の
枠
組
み
を
活

用
し
、
移
住
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
の
横
断
的
な
情
報

発
信
や
、
広
域
的
な
相
談

窓
口
の
連
携
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
近
隣
市
町
と

連
携
を
深
め
、
広
域
全
体

で
移
住
希
望
者
を
呼
び
込

み
な
が
ら
、
そ
の
中
で
有

田
町
が
選
ば
れ
る
理
由
を

明
確
に
打
ち
出
し
て
い
く
。

議
員
　
人
工
透
析
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

近
年
の
新
規
患
者
数
は
減

少
し
て
い
る
。
40
才
か
ら

の
特
定
健
診
や
重
症
化
予

防
の
取
り
組
み
を
評
価
し

た
い
。
そ
こ
で
30
代
か
ら

の
特
定
健
診
が
早
期
生
活

改
善
で
患
者
ゼ
ロ
へ
近
づ

け
る
の
で
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
30
代
か

ら
の
健
康
診
断
は
実
施
し

て
い
る
が
令
和
７
年
の
受

診
は
30
％
に
も
至
っ
て
い

な
い
。
ま
ず
は
受
診
率
の

向
上
に
努
め
た
い
。

議
員
　
有
田
駅
舎
内
に
観

光
案
内
所
が
設
置
で
き
れ

ば
、
観
光
客
へ
の
案
内
と

Ｊ
Ｒ
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
で

戸
惑
っ
て
い
る
方
へ
の
案

内
が
で
き
る
の
で
は
。

商
工
観
光
課
長
　
以
前
Ｊ

Ｒ
九
州
と
協
議
し
た
際
、

シ
ス
テ
ム
機
器
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
駅
舎
内
の
管
理

区
分
、
業
務
範
囲
、
費
用

負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
っ

た
。
観
光
協
会
と
の
調
整

も
必
要
で
、
今
後
設
置
に

つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
し

た
い
。

議
員
　
佐
賀
銀
行
有
田
支

店
跡
地
の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
有
田

内
山
札
ノ
辻
周
辺
整
備
公

民
連
携
事
業
導
入
可
能
性

調
査
は
完
了
し
た
。
調
査

結
果
報
告
会
を
年
内
に
開

催
す
る
方
向
で
進
め
て
い

る
。

議
員
　
歴
ま
ち
再
生
フ
ァ

ン
ド
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
旧
山

口
邸
は
今
年
度
中
に
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
客
用
の
宿
泊

施
設
と
し
て
完
成
予
定
。

旧
鷹
巣
邸
は
改
修
工
事
着

手
中
。
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
物
販
等
を
行
う
施
設

に
な
る
予
定
。

　
旧
西
日
本
銀
行
は
活
用

業
者
を
募
集
中
で
あ
る
。

人
口
減
少
対
策
と
住
宅
政
策

有
田
駅
舎
内
に
観
光

案
内
所
設
置
を

30
代
か
ら
の
特
定
健
診
の

取
り
組
み

内
山
地
区
再
開
発
の
現
状

伊藤 真理 議員
い と う ま 　り

手塚 英樹 議員
て つ か ひ で き

▲新規透析者数（人）

▲券売機

令和
５年度

２ ６ ８

令和
６年度

０ ５ ５

令和
７年度

１ ２ ３

国保 後期 合計
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

法
律
に
基
づ
く
空
き
家
対
策
は

答 子
ど
も
の
声
を
町
政
に
反
映
す
る

仕
組
み
は

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聴
い
て
今
後
の

町
政
に
活
か
し
て
い
く

答
法
令
に
準
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い

議
員
　
少
子
化
が
進
む
中

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、
地
域
や
町

政
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

た
ち
の
意
見
を
表
明
す
る

機
会
を
設
け
る
こ
と
は
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
る
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
が
見
解
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
に

直
接
意
見
を
聴
く
機
会
は

ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
生
徒
会
な
ど
で
の

申
し
出
を
学
校
で
聴
き
、

取
り
組
み
な
が
ら
教
育
委

員
会
に
報
告
し
て
反
映
さ

れ
た
り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
か
ら

の
意
見
で
把
握
し
て
い
る
。

議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
意

見
を
町
の
施
策
に
反
映
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
仕

組
み
作
り
は
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち
の

意
見
を
聴
く
こ
と
は
、
必

要
に
応
じ
て
行
う
べ
き
だ

と
思
う
。

　
施
策
の
中
で
意
見
が
必

要
と
な
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
や
対
象
者
に
「
子
ど
も

会
議
」
な
ど
の
形
で
意
見

を
聴
取
し
、
反
映
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
仕
組
み
は

確
実
に
つ
く
る
べ
き
だ
と

思
う
。

　
先
日
、
南
原
原
宿
線
の

橋
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
子
ど

も
た
ち
に
考
え
て
も
ら
っ

た
事
例
が
あ
る
。
先
生
方

は
「
子
ど
も
た
ち
は
一
生

懸
命
考
え
て
い
た
」
と
言

っ
て
い
た
。

町
長
　
子
ど
も
た
ち
が
ス

ポ
ー
ツ
等
で
九
州
大
会
や

全
国
大
会
へ
出
場
す
る
際
、

役
場
に
来
て
い
た
だ
い
た

り
、
私
が
直
接
現
場
へ
行

っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
と
話
す
中
で
、

「
こ
う
い
う
施
設
が
欲
し

い
」
な
ど
の
意
見
を
聴
く

こ
と
も
あ
る
。
そ
う
し
た

意
見
を
今
後
の
町
の
施
策

に
活
か
せ
れ
ば
と
考
え
る
。

 
議
員
　
諸
物
価
高
騰
を
受

け
、
都
会
と
地
方
で
は
益

　
経
済
格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
の
認
識
は
。

町
長
　
物
価
高
騰
等
で
な

か
な
か
給
料
も
上
が
ら
な

い
中
、
格
差
は
広
が
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
う
。
子

育
て
支
援
の
充
実
に
努
め

て
い
き
た
い
。

議
員
　
松
浦
鉄
道
を
利
用

す
る
高
校
生
等
の
通
学
定

期
券
購
入
費
用
を
、Ｊ
Ｒ

と
同
等
の
金
額
に
近
づ
け

る
よ
う
補
助
で
き
な
い
か
。

町
長
　
松
浦
鉄
道
の
事
業

や
、
今
後
の
展
開
等
も
勘

案
し
検
討
し
た
い
。

議
員
　
ど
ち
ら
も
老
朽
危

険
建
築
物
で
あ
る
。
写
真

①
の
左
側
の
家
屋
は
解
体

除
却
し
て
更
地
に
な
っ
た

が
、
土
地
活
用
は
皆
無
に

等
し
い
。（
写
真
②
）

　
適
切
な
管
理
・
保
全
が

行
わ
れ
な
い
と
、
不
適
切

な
状
態
が
続
く
こ
と
に
な

る
が
町
の
所
感
は
。

町
長
　
地
域
の
方
に
不
便

と
迷
惑
が
か
か
る
事
案
も

聞
い
て
い
る
。
職
員
も
法

令
に
準
じ
寄
り
添
っ
て
、

町
の
裁
量
で
で
き
る
部
分

は
、
し
っ
か
り
対
応
し
て

い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
一
環
で

空
き
家
の
保
存
義
務
は

久保田 豊 議員
く 　 ぼ 　 た ゆたか

今泉 藤一郎 議員
いまいずみ と う い ち ろ う

子
ど
も
の
声
を
町
政
に

反
映
す
る
仕
組
み

▲高校生定期券の比較

▲写真② ▲写真①

MR

松浦鉄道

J R

有田駅～伊万里駅
（１３㎞）

有田駅～武雄温泉駅
（１４.５㎞）

MRと比較
して約５２％

１か月分 14,190円

３か月分 40,450円

６か月分 76,630円

１か月分 7,400円

３か月分 21,100円

６か月分 39,980円

々
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一
般
質
問

町
政
を
徹
底
追
求
！

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

答 今
後
の
産
業
振
興
の
考
え
は

方
向
性
を
踏
ま
え
、
国
や
県
に

働
き
か
け
る

議
員
　
熊
本
地
震
で
は
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
到
着
の

遅
れ
な
ど
が
あ
っ
た
。
町

の
備
蓄
数
、
備
蓄
場
所
は
。

総
務
課
長
　
備
蓄
数
は
５

２
台
で
、
防
災
倉
庫
な
ど

に
保
管
し
て
い
る
。

議
員
　
避
難
所
開
設
後
、

何
時
間
以
内
に
設
置
す
る

想
定
か
。

総
務
課
長
　
避
難
所
の
環

境
改
善
を
早
期
に
図
る
た

め
、
開
設
当
初
か
ら
マ
ッ

ト
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と

と
も
に
設
置
す
る
よ
う
務

め
る
。

議
員
　
物
資
の
偏
在
が
起

き
た
場
合
の
調
整
は
。

総
務
課
長
　
他
の
地
方
公

共
団
体
と
相
互
応
援
協
定
、

民
間
事
業
者
と
の
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
た
物
資
の
調
達
を
依

頼
す
る
。

議
員
　
職
員
や
庁
舎
な
ど

も
被
災
し
た
場
合
、
誰
が

物
資
の
把
握
を
す
る
の
か
。

総
務
課
長
　
国
が
状
況
を

把
握
し
て
プ
ッ
シ
ュ
型
支

援
が
実
施
さ
れ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

と
協
力
し
て
対
応
す
る
。

議
員
　
過
去
の
結
果
か
ら

現
状
と
今
後
を
ど
う
見
て

い
る
か
。

商
工
観
光
課
長
　
バ
ブ
ル

期
と
比
べ
て
、
販
売
額
16

％
、
商
店
数
と
従
業
員
数

で
約
30
％
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
る
。
業
界
を
取
り
巻

く
課
題
が
多
岐
に
わ
た
る

中
、
今
後
の
業
界
、
分
業

制
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

そ
の
方
向
性
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

農
林
課
長
　
農
業
特
産
品

開
発
協
議
会
の
発
足
後
、

ア
ー
サ
イ
（
子
持
ち
高
菜
）

の
作
付
け
、
出
店
イ
ベ
ン

ト
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
後
途
絶
え
て
い

た
食
と
農
業
ま
つ
り
だ
が
、

今
回
、
農
業
を
中
心
と
し

た
秋
祭
り
を
開
催
す
る
た

め
補
正
予
算
も
計
上
し
て

い
る
。
今
後
様
々
な
業
界

団
体
と
連
携
し
て
盛
り
上

げ
た
い
。

議
員
　
観
光
協
会
や
ま
ち

づ
く
り
公
社
と
の
連
携
は
。

商
工
観
光
課
長
　
有
田
観

光
関
係
者
会
議
を
立
ち
上

げ
、
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
　
農
家
所
得
補
償
な

ど
の
考
え
は
。

町
長
　
国
や
県
に
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

町
の
防
災
計
画
は

今
後
の
産
業
振
興

樋渡　悟 議員
ひ わ た し さとる

◇「公営企業・企業会計」とは？
　　公営企業とは、水道や下水道など、町民の暮らしに必要なサービスを「事業」として運営

　し、その収入と支出を明確に管理する仕組みである。

　　一般的な行政サービスは「一般会計」で管理するが、水道や下水道などは、水道料金や使

　用料などの収入がある。そのため、民間企業と同様に、収支や経営状況を明確に把握できる

　「企業会計」を採用している。

　　町には、水道事業・公共下水道事業・農業集落排水事業・浄化槽整備推進事業の４つの企

　業会計がある。

◇ なぜ「企業会計」にするのか？
　① 経営状況を分かりやすくするため

　② 利用する人に応分の負担を求めるため

　③ 町全体の財政を守るため

　　つまり、町民の暮らしに必要なサービスを、将来にわたって安定的に提供し続けるための

　会計の仕組みである。

議会用語トリセツ　　　　　　（取扱説明書）
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（
委
員
会
構
成
議
員
　
５
人
）

委

員

長
　
手
塚
　
英
樹

副
委
員
長
　
岩
尾
　
　
匡

▼
令
和
7
年
度
有
田
町
一
般

　

会
計
決
算
認
定
及
び
同
特

　

別
会
計
決
算
認
定

梶
原
委
員
　
充
電
式
電
池
の

　
回
収
状
況
及
び
回
収
方
法

　
は
。
ま
た
、
発
火
事
例
は

　
あ
る
か
。

住
民
環
境
課
長
　
令
和
７
年

　
度
実
績
と
し
て
乾
電
池
７

　
０
４
０
㎏
の
う
ち
、
約
2

　
割
の
１
５
０
０
㎏
が
充
電

　
式
乾
電
池
で
あ
る
。
発
火

　
事
例
は
保
管
中
に
１
件
あ

　
っ
た
。
乾
電
池
や
充
電
式

　
電
池
は
窓
口
で
受
け
取
っ

　
て
い
る
。
発
火
寸
前
の
も

　
の
も
あ
る
。
早
め
に
持
っ

　
て
き
て
い
た
だ
く
よ
う
周

　
知
し
て
い
く
。

久
家
委
員
　
㈱
Ａ
Ｂ
Ｃ
ク
ッ

　
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
と
の
連

　
携
事
業
で
は
、
有
田
焼
は

　
業
務
用
食
器
が
メ
イ
ン
だ

　
が
、
な
ぜ
個
人
向
け
の
プ

　
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
以
前
は
業

　
務
用
食
器
の
企
業
間
取
引

　
が
メ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、

　
現
在
は
一
般
消
費
者
と
の

　
取
引
も
増
え
て
い
る
。
若

　
者
の
や
き
も
の
離
れ
傾
向

　
が
あ
る
。
見
る
だ
け
で
な

　
く
手
に
取
っ
て
料
理
と
の

　
組
み
合
わ
せ
を
知
っ
て
も

　
ら
う
た
め
の
事
業
。
８
７

　
０
０
人
に
有
田
焼
を
使
用

　
し
て
も
ら
っ
た
。

梶
原
委
員
　
区
長
会
と
の
意

　
見
交
換
会
で
、
道
路
の
環

　
境
維
持
に
つ
い
て
意
見
が

　
あ
っ
た
。
現
況
は
。

建
設
課
長
　
町
が
管
理
す
る

　
町
道
は
延
長
が
約
２
９
０

　
㎞
と
長
く
、
役
場
だ
け
で

　
な
く
、
地
域
の
方
々
の
善

　
意
と
協
力
に
よ
り
美
化
・

　
安
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
。

　
地
域
の
自
主
的
な
活
動
を

　
後
ろ
支
え
で
き
る
よ
う
、

　
今
年
度
か
ら
自
走
式
草
刈

　
り
機
な
ど
の
備
品
貸
出
、

　
除
草
剤
や
刈
払
機
の
替
刃

　
の
支
給
を
始
め
た
。

▼
令
和
８
年
度
有
田
町
定
住  

　

促
進
住
宅
１
号
棟
Ａ
側
階

　

段
室
（
10
室
）
改
修
工
事

　

請
負
契
約
の
締
結

大
井
手
委
員
　
工
事
内
容
は
。

建
設
課
長
　
老
朽
化
に
よ
る

　
天
井
、
壁
、
床
、
衛
生
設

　
備
、
給
排
水
設
備
等
の
取

　
り
換
え
、
ま
た
間
取
り
も

　
変
え
る
改
修
工
事
で
あ
る
。

▼
令
和
８
年
度
有
田
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

岩
尾
委
員
　
海
外
バ
イ
ヤ
ー

（
委
員
会
構
成
議
員
５
人
）

委

員

長
　
諸
隈
　
洋
介

副
委
員
長
　
浦
川
　
和
彦

▼
令
和
７
年
度
有
田
町
一
般

会
計
決
算
認
定
及
び
同
特
別

会
計
決
算
認
定

伊
藤
委
員
　
児
童
福
祉
総
務

　
費
の
う
ち
、
負
担
金
、
補

　
助
金
及
び
交
付
金
に
つ
い

　
て
、
不
用
額
が
１
億
２
６

　
２
９
万
円
と
あ
る
が
、
ど

　
の
事
業
に
お
い
て
生
じ
た

　
招
聘
事
業
の
内
容
説
明
を
。

商
工
観
光
課
長
　
日
本
貿
易

　
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

　
と
海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
招
聘

　
す
る
事
業
で
あ
る
。
９
月

　
18
日
に
初
級
者
向
け
の
海

　
外
取
引
セ
ミ
ナ
ー
、
11
月

　
19
日
に
国
内
消
費
者
商
談

　
会
、
年
明
け
て
５
社
の
海

　
外
バ
イ
ヤ
ー
商
談
会
を
実

　
施
予
定
。
イ
ギ
リ
ス
の
老

　
舗
デ
パ
ー
ト
、
リ
バ
テ
ィ

　
ー
社
も
招
聘
す
る
予
定
で

　
あ
る
。

　
も
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
不
用
額

　
が
一
番
大
き
い
事
業
は
施

　
設
型
給
付
費
等
事
業
で
９

　
２
３
０
万
円
で
あ
る
。
こ

　
の
事
業
は
認
定
こ
ど
も
園

　
へ
の
給
付
費
で
あ
り
、
給

　
付
費
に
大
き
く
影
響
す
る

　
０
歳
か
ら
１
歳
児
の
途
中

　
入
園
児
童
数
お
よ
び
公
定

　
価
格
の
人
件
費
相
当
分
の

　
上
昇
を
予
測
し
て
予
算
を

　
計
上
し
て
い
る
。
給
付
費

産
業
建
設

　
　

常
任
委
員
会

商
工
、
環
境
、
農
林
、
土
木
建
設
、

上
・
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、

浄
化
槽
、
宅
地
分
譲
な
ど
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

９月定例議会委員会審議

▲小型充電式乾電池

■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　■　

文
教
厚
生

　
　

常
任
委
員
会

民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介

護
、
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
審
議
し
ま
す
。

▲▼㈱ ABC クッキングスタジオ
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は
園
の
運
営
に
か
か
わ
る

　
た
め
、
予
算
不
足
と
な
ら

　
な
い
よ
う
多
く
見
込
ん
だ

　
結
果
で
あ
る
。

諸
隈
委
員
　
民
生
委
員
活
動

　
事
業
の
内
容
説
明
を
。
ま

　
た
、
報
酬
等
は
こ
の
ま
ま

　
で
い
い
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
民
生
委
員

　
は
児
童
委
員
も
含
め
59
人

　
で
あ
る
。
月
一
回
の
民
生

　
委
員
協
議
会
へ
の
出
席
、

　
地
域
の
福
祉
の
担
い
手
と

　
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

　
て
い
る
。
９
月
議
会
に
民

　
生
委
員
活
動
費
補
助
と
し

　
て
一
人
当
た
り
年
額
６
千

　
円
増
額
の
補
正
予
算
を
計

　
上
し
て
い
る
。

今
泉
委
員
　
保
育
補
助
者
雇

　
上
強
化
事
業
と
保
育
体
制

　
強
化
事
業
は
、
国
の
予
算

　
不
足
に
よ
り
実
績
額
が
交

　
付
決
定
額
を
上
回
っ
て
い

　
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ

　
と
が
起
こ
っ
た
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
年
度
途

　
中
に
、
県
を
通
し
て
国
の

　
予
算
不
足
の
連
絡
が
あ
っ

　
た
。
今
後
、
こ
う
い
っ
た

　
こ
と
が
な
い
よ
う
、
県
か

　
ら
国
に
申
し
入
れ
を
行
わ

　
れ
て
い
る
。
町
も
県
へ
声

　
を
上
げ
て
い
く
。

浦
川
委
員
　
町
が
実
施
し
て

　
い
る
４
つ
の
奨
学
金
制
度

　
に
つ
い
て
、
町
外
に
進
学

　
し
た
学
生
が
、
卒
業
後
に

　
町
へ
戻
り
就
職
定
住
す
る

　
場
合
、
奨
学
金
の
返
還
を

　
一
部
免
除
す
る
な
ど
制
度

　
の
見
直
し
が
で
き
る
か
。

学
校
教
育
課
長
　
町
長
の
所

　
信
表
明
で
移
住
定
住
に
結

　
び
付
け
て
い
き
た
い
と
い

　
う
考
え
が
あ
る
の
で
、
ま

　
ち
づ
く
り
課
や
商
工
観
光

　
課
も
巻
き
込
ん
だ
協
議
を

　
加
速
化
し
て
い
く
必
要
が

　
あ
る
と
考
え
る
。

副
町
長
　
単
に
学
び
の
支
援

　
と
い
う
意
味
合
い
だ
け
で

　
は
な
く
、
町
に
ま
た
戻
っ

　
て
き
て
く
れ
る
よ
う
な
形

　
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
る
。

▼
令
和
８
年
度
有
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

中
島
委
員
　
民
生
委
員
活
動

　
事
業
に
つ
い
て
、
各
市
町

　
に
交
付
金
が
き
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
ど
の
市
町

　
に
も
一
人
当
た
り
年
額
３

　
８
０
０
円
の
内
示
が
き
て

　
い
る
。

伊
藤
委
員
　
障
害
者
福
祉
総

　
務
事
業
の
生
活
の
し
づ
ら

　
さ
に
関
す
る
調
査
員
謝
金

　
の
内
容
説
明
を
。

健
康
福
祉
課
長
　
国
が
実
施

（
委
員
会
構
成
議
員
　
５
人
）

委

員

長
　
原
田
　
一
宏

　
副
委
員
長
　
久
保
田
　
豊

▼
令
和
７
年
度
有
田
町
一
般

　

会
計
決
算
認
定
及
び
同
特

　

別
会
計
決
算
認
定

○
歳
入　

原
田
委
員　

町
税
の
収
入
が

　
増
え
た
要
因
は
。

税
務
課
長
　
町
民
税
の
収
入

　
が
増
え
た
こ
と
が
一
番
大

　
き
い
要
因
で
あ
る
。

○
歳
出　

総
務
費

樋
渡
委
員
　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

　
ン
グ
の
強
み
と
弱
み
は
。

総
務
課
長
　
強
み
は
、
正
職

　
員
が
政
策
的
業
務
に
注
力

　
で
き
、
民
間
の
持
つ
ノ
ウ

　
ハ
ウ
等
を
採
用
す
る
こ
と

　
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　
弱
み
は
、
委
託
先
の
職
員

　
す
る
４
年
に
一
度
の
調
査

　
で
あ
り
、
そ
の
調
査
の
調

　
査
員
へ
の
謝
金
で
あ
る
。

　
に
直
接
指
示
が
で
き
ず
、

　
委
託
業
者
と
の
調
整
が
必

　
要
で
あ
る
。

樋
渡
委
員
　
高
齢
者
へ
の
消

　
費
者
相
談
啓
発
活
動
の
取

　
り
組
み
は
。

住
民
環
境
課
長
　
消
費
者
月

　
間
や
年
金
支
給
日
に
、
ス

　
ー
パ
ー
や
金
融
機
関
の
店

　
頭
に
お
い
て
、
啓
発
チ
ラ

　
シ
や
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、

　
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め

　
た
。
９
月
の
地
区
敬
老
会

　（
２
地
区
）
で
も
「
振
り

　
込
め
詐
欺
」
啓
発
寸
劇
の

　
予
定
で
あ
る
。

原
田
委
員
　
移
住
支
援
金
の

　
反
則
規
定
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
５
年
間

　
の
移
住
が
条
件
だ
が
、
移

　
住
後
３
年
以
内
に
離
有
す

　
る
場
合
は
、
支
援
金
を
全

　
額
返
還
、
３
年
以
上
５
年

　
未
満
の
場
合
は
、
２
分
の

　
１
を
返
還
と
な
っ
て
い
る
。

○
歳
出　

消
防
費

久
保
田
委
員
　
消
防
団
員
確

　
保
の
対
策
は
。

総
務
課
長
　
団
員
確
保
の
た

　
め
、
60
才
定
年
を
撤
廃
し
、

　
希
望
す
る
団
員
に
は
残
っ

　
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
考

　
え
て
い
る
。

▼
令
和
８
年
度
有
田
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

○
歳
出　

総
務
費

樋
渡
委
員
　
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ

　
ー
シ
ョ
ン
委
託
料
の
内
容

　
は
。

総
務
課
長
　
公
式
イ
ン
ス
タ

　
グ
ラ
ム
有
田
焼
フ
ァ
ン
ク

　
ラ
ブ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
も

　
伸
び
て
い
る
の
で
、
フ
ォ

　
ロ
ワ
ー
の
属
性
や
目
的
等

　
を
調
査
し
、
今
後
の
有
田

　
焼
等
の
購
買
に
ど
う
繋
げ

　
ら
れ
る
か
検
証
し
て
い
く
。

原
田
委
員
　
消
火
栓
工
事
の

　
予
定
は
ど
こ
か
。

総
務
課
長
　
赤
坂
区
を
予
定

　
し
て
お
り
、
増
設
を
含
め

　
４
基
の
工
事
を
行
う
。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
に
関
す
る
こ
と
、
他
の
委
員

会
に
属
し
な
い
こ
と
、
全
般
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。
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有田町議会

HP はこちら

有田町議会

YouTube はこちら

議会の様子を見てみませんか？

　釧路町議会と有田町議会は、積極的に情報交換を行い、両町の地域活性化

に寄与することを目的として、昨年１２月に「議会友好交流協定」を締結し

ました。

　このたび、釧路町議会議員のみなさまが来町され、釧路町の豊かな海で育っ

た特産品「さお前昆布」を各会場先着２００人に無料配布されます。

　みなさまぜひお越しください。

●日　　時　令和８年１１月６日（金）１４時００分～

●配布場所　役場町民ロビー、東出張所入口

釧路町議会・有田町議会友好交流協定記念事業
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両
親
が
京
都
で
「
パ
ー
ト
・

ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
」
と
い
う
ガ

ラ
ス
技
法
の
作
家
を
し
て
い

た
影
響
で
、
私
も
高
校
卒
業

後
、
東
京
ガ
ラ
ス
工
芸
研
究

所
で
ガ
ラ
ス
を
学
び
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
は
、
透
明
な
吹

き
ガ
ラ
ス
と
は
異
な
り
、
柔

ら
か
な
質
感
が
特
徴
で
す
。

石
膏
型
を
使
っ
て
成
型
す
る
、

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
起
源

を
持
つ
技
法
で
す
。

　
有
田
へ
の
移
住
を
考
え
た

き
っ
か
け
は
、
父
の
死
で
し

た
。
母
も
高
齢
に
な
り
、
実

家
の
工
房
を
閉
じ
て
新
し
い

場
所
を
探
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
京
都
は
物
価
が
高
く
、

か
と
い
っ
て
関
西
の
田
舎
は

不
便
。
な
か
な
か
決
心
で
き

ず
に
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
４
カ
月
ほ
ど

時
間
が
で
き
、
憧
れ
て
い
た

開
高
健
が
描
く
ア
マ
ゾ
ン
川

へ
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
で
は
、
そ
れ
ま
で

悩
ん
で
い
た
こ
と
が
ほ
ん
の

小
さ
な
事
に
思
え
て
、「
移

住
し
よ
う
」
と
決
心
し
た
の

で
す
。

　
以
前
、
有
田
で
（
公
社
）

日
本
工
芸
会
が
行
う
今
右
衛

門
先
生
の
若
手
作
家
向
け
研

修
に
参
加
し
た
経
験
も
あ
り
、

と
て
も
い
い
イ
メ
ー
ジ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
有
田
は
も

の
づ
く
り
の
産
地
で
あ
り
、

交
通
の
便
も
よ
い
、「
歴
史

あ
る
土
地
」
で
し
た
。

　
百
貨
店
の
バ
イ
ヤ
ー
の
方

が
訪
れ
る
機
会
も
多
く
、
新

規
の
展
示
会
に
繋
が
り
ま
し

た
。

　
石
膏
型
を
使
う
と
い
う
共

通
点
も
あ
り
、
有
田
に
来
て

か
ら
３
Ｄ
キ
ャ
ド
を
使
っ
て

型
を
作
っ
た
り
も
し
た
ん
で

す
よ
。
そ
ん
な
新
し
い
取
り

組
み
が
で
き
る
場
所
な
の
で
、

将
来
、
パ
ー
ト
・
ド
・
ヴ
ェ
ー

ル
の
作
家
が
有
田
に
集
ま
っ

て
く
る
の
も
面
白
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
第
60
回
西
部
伝
統
工
芸
展

で
熊
本
市
賞
を
受
賞
さ
れ
た

石
田
さ
ん
。
新
し
い
風
が
吹

い
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
作
家

　

石
田
　
知
史
さ
ん

　
　（
京
都
府
京
都
市
出
身
）

　

有
田
の
若
者
や
移
住
者
、
そ
し
て
「
○
○
者
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
個
性
あ
ふ
れ
る
方
を
ご
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
第
２
回
は
、
日
本
工
芸
会
員
で
京
都
か
ら
移
住
さ

れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

議会はどなたも傍聴することができます。予約もいりませんのでお気軽に

お越しくださいね。

そこで９月議会を傍聴された方に感想をお聞きしました。

皆様の傍聴もお待ちしています。

　民生委員研修会として１１人で議会を傍聴

しました。初めてでしたが、ケーブルテレ

ビでは分からない議場の緊張感や、議員と

行政のやり取りを直接感じることができま

した。一方、一般質問では、これまでの発

言の確認や国・県の制度説明が中心で、具

体的に何をしていくのかが見えにくく、時

間だけが過ぎているように感じました。

　町の課題解決につながる、より具体的で

活発な議論を期待します。（６０代男性）

　議員の方は議会の質問にあたり、町と町

民の益を考えて壇上に立たれていると思いま

すが、傍聴者の私には質問者も答弁者も原

稿の棒読み感が拭えず、できあがった台本

の読みを聞かされているようでした。

　日頃、町民のためにご尽力をいただいてい

るはずなのに、それが私たち町民に届かな

いのはとても残念で仕方ありません。もっと

活発な議会であってほしいと切に願います。

　少し辛口でごめんなさい。大変でしょうが

議員を頑張ってね。（６０代女性）

議会を

傍聴し
て

有
田
の
「
若
者
・
よ
そ
者
・
○
○
者
」

石田　知史さん
いしだ　　さとし
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地域の魅力発見：そこで暮らす人びと！ ９区編

１．「原明区」の名称由来

　　江戸時代の天保１０年頃までは「原焼」と記されていましたが、文化９年の伊能忠敬の測量

　日記には「原明」と記され、かつては「はいやけ」と呼ばれていたと考えられます。

　　「原焼」の由来には、本谷に窯があったことから名付けられたという説があります。当初は

　陶器が焼かれていましたが、磁器へと変わったといわれています。陶器や磁器の破片が出土

　した「原明窯跡」は、国指定の史跡です。

　　また、原明区には金山があったと伝えられ、「幕ノ頭 ( まくんとう )」には金を掘った跡と

　される穴が残り、今も地元では「金山」と呼ばれています。

２．国際交流が盛んな「舞原区」

　　「舞原」の地名は、かつて舞妓さんがいたこと

　に由来すると伝えられています。

　　今日、インドネシアを中心に、ミャンマー、

　ネパール出身の実習生や外国人労働者が暮らし

　ています。地区では、スポーツ大会への参加や

　懇親会への招待など、国際交流が盛んで、互い

　に理解を深め、共に暮らす地域づくりが進めら

　れています。また、体育大会では、外国人住民

　の応援が非常に盛り上がり、テント前列に陣取

　るなど存在感が大きくなっています。

３．「代々木区」の名称由来

　　１９６４年（昭和３９年）前々回の東京オリンピック開催時、東京の選手村が「代々木」にあっ

　たことにちなんで、この地区の新興住宅地を「代々木」と名付けられました。

　　当初は２５戸から１７戸が残り、宅地造成により新しく２８戸（平成元年以降）が「代々木」

に新築移住されました。その中で５人の方が新たに消防団にも入団されています。

▲打ち上げも盛大に国際交流

（原明・舞原・代々木区）

◎土地の価格や敷地の広さも選択理由の一

　つ、勤務先（佐世保市）から近い通勤距離。

◎佐世保市、伊万里市、武雄市など各方面

　へのアクセスが良く、交通の利便性に優

　れています。また、すぐそばに歴史と文

　化の森公園があることも魅力です。

な
ぜ、
代々木

に移住したのか

◎２人の団員の方から熱いお誘いを受けま

　した。代々木区だけでなく、他の区の人

　や子どもの同世代の方とも知り合いが増

　え、地域に溶け込む良い機会を与えて頂

　きました。加入してよかったと思います。

消防
団加入のきっかけ
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■議長交際費支出状況（令和８年７月～９月）

　
前
回
の
議
会
だ
よ
り
が
発
行
さ

れ
た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
今
回
の

準
備
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

「
あ
っ
」
と
い
う
間
で
す
。
実
は
こ

の
議
会
だ
よ
り
、
議
員
が
入
力
か

ら
レ
イ
ア
ウ
ト
ま
で
す
べ
て
を
行

う
、
議
員
手
作
り
の
広
報
誌
で
す
。 

　
私
た
ち
の
思
い
や
活
動
を
少
し

で
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
は
「
読
ん
で
み

た
い
」「
少
し
で
も
面
白
い
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
誌
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ん
の
声
が
こ
の
広
報
誌

を
よ
り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
き

ま
す
。
有
田
の
ま
ち
も
一
緒
に
よ

り
良
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
久
家
い
く
こ

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
浦
川
　
和
彦

　
副
委
員
長
　
岩
尾
　
　
匡

　
委
　
員
　
　
伊
藤
　
真
理

　
委
　
員
　
　
久
家
い
く
こ

　
委
　
員
　
　
樋
渡
　
　
悟

　
委
　
員
　
　
大
井
手
秀
樹

　
委
　
員
　
　
久
保
田
　
豊

あ
と
が
き

項目

会費

雑費

合計

件数 支出額（円） 備　　　　　　考

２ 7,950

40,000

47,950

知事・市町議会議長懇話会会費ほか１件

１ 有田町平和祈念式典供花代

３

有田町議会

HP はこちら

有田町議会

YouTube はこちら

あなたのご意見お聞かせください

ア
ン
ケ
ー
ト
は

こ
ち
ら

　前回のアンケートの結果

① 議会だよりはいかがでしたか。

　・大変良かった：３３.３%

　・まあまあ良かった：６６.６%

　・あまり良くなかった：０%

② どのページに興味を持ちましたか。

　・議員の横顔、議会用トリセツ（解説はありがたい）

　・有田の若者、よそ者、○○者

　・議員のパーソナルな部分がわかる「議員の横顔」

③ 今後、取り上げてもらいたい話題。

　・議会日程。町民の声はどこに行けば伝えられるか。

　・議員のコラム、一つのカテゴリーについての議員談義など。

　今後の議会だよりづくりに活かしていきたいと思いますので、ぜひ

アンケートへのご協力をお願いします。右上の二次元コードを読み取

り、フォームへのご回答をお願いいたします。
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発
行
／
有
田
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会
　
〒
八
四
九
ー
四
一
九
二

佐
賀
県
西
松
浦
郡
有
田
町
立
部
乙
二
二
〇
二
　
☎
〇
九
五
五
ー
四
六
ー
二
一
一
七（
直
通
）　
印
刷
／
㈲
山
口
印
刷

◇議員定数と報酬

Q．人口に対する議員定数は多いのではないか。

A．議員定数削減によって町民の代弁者が減
り、民意の反映が希薄になるとの懸念もあ

る。議論を重ねる。

Q．新人議員や女性議員の誕生は議会の活性化
につながる。今後も若い世代の活躍に期待

したい。

Q．若い世代の発想や情熱を町政に反映できる
のであれば、議員報酬を引き上げてもよい。

A．議員定数や報酬の在り方も含め、今後４年
間で検討する。議員の後継者育成に向けた

議論を深める。

◇産業・建設・地域活性化

Q．企業誘致を推進し、若者の雇用の場の確保
を。

A．窯業や鉱業関係業界との意見交換を実施し
た。今後も幅広い業種との対話を進める。

◇教育・子育て・少子化対策

Q．子育て・少子化対策は。

A．国の小学校給食費無償化に加え、中学校給
食費も町独自の事業として無償化された。

町独自の「有田っ子出産・子育て応援ニコッ

と給付金」（出産時１０万円、小中高入学

時５万円支給）、０才から高校生までの医

療費自己負担分は現物給付が好評。

◇議会の見える化・広報の充実

Q．議会だよりは読みやすくなったが、情報量
をさらに絞り、簡潔にできないか。

A．議会だよりの充実を図り、議会の見える化
を推進する。令和９年度までに、広報公聴

委員会の新設を目指す。

A．これまで、身体障害者福祉協会や老人クラ
ブ等と年１回の意見交換会を実施してき

た。議会基本条例を令和８年度内に制定し、

幅広い分野の団体や個人との意見交換を目

指す。

要望　町民に必要とされ、信頼される議員に
なってほしい。

総区長会と町議会との意見交換会

　令和８年８月５日（水）、婦人の家にて意見交換会を開催した。たくさんの意見をいただき、

大変有意義な意見交換会となった。

　以前から議員定数や議員の活動について、

総区長の中で話題になったことがあり、議員

さんと意見交換会の機会を作って頂いたこと

に感謝します。

　１時間の予定でしたが、時間が足りないほ

ど総区長側から質問や意見が出たことに驚か

されました。それに対する議員さんの懇切丁

寧な回答にチームワークの良さや人柄を感じ

ました。

　これからもいろいろな場で、議員さんの日

頃の活動や人間性を伝えていってください。

総区長会会長　

　　　　小野　究　様


